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放送政策課!御中

護事後番号 102-8080 
{ふりがな} とうきょうとちょだ〈こうじまち

役 所東京都千代箆g;;妻華街 1-7

{ふザがな} かぶしきかいしゃえふえむとう嘗ょう

氏 名株式会社ヱフヱム家主主

ふ告たみちおみ

代表取締役社長 E草木飯 器量使

「携帯端末向けマルチメディア放滋の警告託放送業務の認定に係る制度整織に関する

考え方等」に関し、別紙のどおり慾5患者E提出します。



11 まま主

意見

(下議員制i分は該当箇所を示します)� 

1.機m:端末l占1けマルチメディア級送において実現するサ}ピスについて

斗ゑよーλZ アナログ� .FM放送における� VICSのサービスと同様に、受絞殺が祝勝・利用
《

マきる機会役卜分に確保した上で、長段� dれた特定の端末やソフト� 9.:<:ア・アブリケーシ

沼ンiといHすた放送が行えるようにし、毛震災の放送とは異なるさ事者童話事務なサーザスを災現で� 

fきるようになることを希銭します� 

i笠よニヰ 蓄積雪芝放送については、従来復の放送iこない、新しい護議終・絞しい参入者の

挙手足立につながる可能性を含んで、いるため、将来にわたって、時代の変化に対jぶしたサービ

ス合主主入できるように期待します。

斗ゑよニ 替積型放送の審査磯闘を¥従来製放送と別に設けることは合意霊的であり、歓

測します。決た、新しいサ}ピスの主総務と、主主滋の規律とのバランス革?とるにあたっては、

税と議事入する委託放送事業者側で、幾ぎ長約に新しいガイドライン合作ィコていくことが皇室

次しいと均えます包

斗ゑLニ;ヨミ プラットフォーム機能につい1ごは、①受託事業者が提供する、告会後従事業者

の霊長会手宇治支援供する、③第三者が殺事もするという� 3つの形態が総定冬れカ昔、いずれの

覧手書患での霊童.f:!tも、あえて縦波されるべf堅守はないと考えますa

話伽者言語記して行わせる放送に係るj認証主義生。閣l旦当エ� 

11限られた周波数を能率的に平r..J.Zl 

書ぞ議主導主に議室たして、映像・音響.…タ考察。〉様々な情報を組み合わせて・放送ができるよう、

ーの後続放送事業者にある程度まとまった長警護主義立を若手j 号当てることが滋 ~J といろ認識に

撃を開いたし己主す。

ふ念上放送去の多元経5・多様性を実現するために多緩多様な事業若手が要参入すること念責務持す

る、�  3委託放送事業者として等李総なj潟護主義文芸?締り当てることは、� l絞主主性会長変大に高める

ために、� 4益事業者ーが競って同じクーゲットや同じスポンサーを狙うことに陥りがちで、結� 

3畏的iと調書義思議請成が均マ化し、逆に各署杯第室主智の特徴がなくなり、多様性が綴なわれかねない

ことが綴術dれています。専門性の商い事駐車Hや、� llt体では必ずしも収主主憶が陶くない、教

育・詩語紙・干上会1啓発に関する委総など「も総み合わせて提供されるfMJ.ite:-潮干寺しますa 収益

伎の語道いサ…ピス(供給者}と必ずしもそうでないサーどス(供給者〉と役匁苦きして多穏

多様なニユ…3ぐに対応する、「ーの委託遊女i波紋祭場ぎのサーピス内容の多様後J Iと渓で主義み込ん

でj忠義交写経遣をしていただくことが適当であると考えますa 

{4)…イ…� (ili) r笥号当てるj簿護主義文書星波iとする等、均衡令長室ることjについて

は、� t験禁義務、の自滋な創意工夫会ヲ話機すべきこととのバランスを、大きくよ泣くことにつなが

1'闘するためには、放送の時間番手や利用十i5J潟波数帯波



号かねないと危換しゴとす。

ぷ丘L~~空 それぞれの鈴iり51て単位ごとに、リアルタイム型か議機製かの枠を設けるこ

とに反対しますα それらの白出な組み合わせ徐被議室主まに工夫させあとことによ号、新しいj次

長悲の健全な発震が見込めると考えます。

斗ゑよょL三 上ii喜一壌の語家主主とお様、実害容に応じた:釣り当てを行うベiきと考えます。具体

約には、金属波数綾城車議。!)1 3を超える 13常グメントプラスアルファ殺 1事業者に拘l

りさ当てることも排除しない(制限をしない)ことな期待します。 

3.，隊機端末向けすノレチメディア放送と遜僕サ…t:スよ企盟連主主 

i新議サ…ピスとのi盛会蕗;主、建設に審穣型放送添義裂のー僚が欠落したきおず?に主義氏するにとど1ま

らず、殺しいす〕どス令長会会会ずることに大いに室愛飲すると 1努事寺します。

以上


